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十
六
・
七
世
紀
に
日
本
を
訪
れ
た
宠
教
師
の
イ
エ
ズ
ス
会
報
告
は
、
中
世
日
本
の
歴
史
の
空
白
を

埋
め
て
く
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
側
資
料
の
不
足
の
た
め
に
、
具
体
的
な
地
域
像
を
描
く
こ
と
は
専

門
的
に
も
難
し
い
。
と
り
わ
け
キ
リ
シ
タ
ン
町
の
中
心
地
で
あ
っ
た
有
馬
は
そ
う
し
た
代
表
例
で
あ

る
。
こ
の
有
馬
の
キ
リ
シ
タ
ン
町
の
地
域
構
成
に
つ
い
て
解
析
し
て
き
た
が
、
全
体
像
を
明
ら
か
に

で
き
た
と
考
え
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
そ
の
研
究
内
容
を
紹
介
す
る
。 

有
馬
に
あ
っ
た
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
（
神
学
校
）、
教
会
な
ど
の
推
定
地
を
調
べ
る
と
、
①
西
正
寺
説
（
１
）

②
日
野
江
城
説
（
２
）
③
原
城
説
（
３
）
④
浦
口
川
流
域
説
（
４
）
⑤
称
行
寺
地
番
説
（
５
）
と
、

執
筆
者
は
専
門
家
、
団
体
、
行
政
関
係
に
及
ぶ
。
だ
が
、
未
だ
確
实
性
に
乏
し
い
よ
う
だ
。 

根
拠
と
な
る
資
料
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
記
録
、
歴
史
書
の
外
、
口
伝
、
解
釈
読
替
え
、
出
典
記
載
の

無
い
も
の
ま
で
見
ら
れ
た
。
こ
の
状
態
で
行
政
や
専
門
家
が
企
画
や
開
発
を
立
て
る
の
は
、
真
の
姿

ま
で
壊
さ
れ
か
ね
ず
慎
重
を
期
す
こ
と
を
願
う
。
同
じ
こ
と
は
自
ら
に
も
降
る
言
葉
な
の
だ
が
、
下

述
の
如
く
、
キ
リ
シ
タ
ン
町
の
構
成
の
ほ
ぼ
全
容
を
言
及
で
き
た
と
考
え
る
。
後
世
の
人
の
疑
問
や

発
見
は
、
本
論
を
検
証
す
れ
ば
よ
く
、
本
稿
は
そ
の
た
め
の
基
礎
と
な
る
こ
と
を
願
い
上
梓
す
る
。 

根
拠
資
料
は
、
同
時
代
の
記
録
類
の
み
を
対
象
と
し
、
他
は
一
切
排
除
し
た
。
ま
た
翻
訳
文
献
の

読
み
替
え
は
一
切
し
な
い
。
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
正
確
な
報
告
能
力
、
翻
訳
者
の
力
量
の
二
つ
を
信
じ

た
。
記
録
類
に
は
外
国
側
、
日
本
側
が
あ
る
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
町
は
外
国
側
資
料
を
为
に
、
日
本
側

資
料
で
裏
付
け
る
こ
と
を
旨
と
し
た
。 

有
馬
の
キ
リ
ス
ト
教
界
の
展
開
に
応
じ
て
、
本
拠
が
港
町
の
戦
国
期
（
第
一
期
）、
本
拠
が
有
馬

の
織
豊
期
（
第
二
期
）、
本
拠
が
有
馬
の
徳
川
期
（
第
三
期
）、
の
三
期
に
時
代
区
分
し
て
有
馬
の
キ

リ
シ
タ
ン
町
を
解
析
し
た
。 一

． 

第
一
期 

有
馬
領
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
布
教
は
、
一
五
六
三
年
、
十
三
代
有
馬
義
貞
の
時
に
口
之
津
、
島
原
の

二
港
を
開
港
し
た
。
寺
院
の
抵
抗
が
厳
し
く
て
キ
リ
シ
タ
ン
町
が
つ
く
れ
ず
、
口
之
津
港
の
滞
在
が

長
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
五
七
六
年
、
有
馬
地
域
に
初
め
て
教
会
を
つ
く
り
、
同
年
に
受
洗
し
た
。 

（
一
）
有
馬
の
城 

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』
に
い
う
「
有
馬
の
城
」
と
は
何
処
か
。
次
の
資
料
１
か
ら
、
十

四
代
晴
信
（
鎮
純
）
が
居
た
の
は
日
野
江
城
に
違
い
な
い
。
後
に
示
す
資
料
27
か
ら
嫡
男
直
純
（
十

五
代
）
が
移
り
住
ん
だ
の
も
日
野
江
城
で
あ
る
。
原
城
の
名
は
『
日
本
史
』
に
見
当
た
ら
ず
、
原
城

説
①
は
有
り
得
な
い
。 

「
さ
ら
に
進
む
と
日
野
江
と
称
す
る
有
馬
の
城
が
あ
り
、
こ
こ
に
有
馬
殿
が
住
ん
で
い
る
。

口
之
津
か
ら
二
里
の
所
で
、
我
ら
は
こ
こ
に
下
の
地
方
の
神
学
校
を
有
し
、
貴
族
の
子
弟
多

(1頁-10頁)

︻
人
文
学
︼
︿
研
究
論
文
﹀
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数
を
収
容
し
て
い
る
。」（
資
料
１
）（
６
） 

（
二
）
寺
院
と
教
会 

一
五
六
三
年
に
ア
ル
メ
イ
ダ
が
布
教
を
始
め
た
頃
、
信
者
を
増
や
し
た
が
厳
し
い
抵
抗
に
あ
っ
て

い
た
。
資
料
２
・
３
に
、
抵
抗
勢
力
の
中
心
メ
ン
バ
ー
は
、
島
原
の
イ
エ
ン
ゲ
（Yengue)

、
シ
ョ

ク
ジ
（Xocuji)

、
ダ
イ
マ
ン
ボ
ウ
（Daimanbo)

で
、
つ
い
に
僧
侶
に
よ
る
毒
殺
、
殺
傷
事
件
が
起

こ
っ
た
、
と
フ
ロ
イ
ス
は
記
し
た
。
当
時
の
肥
前
地
域
を
訪
れ
た
伊
勢
御
師
三
頭
大
夫
文
書
の
資
料

４
に
よ
る
と
、
シ
ョ
ク
ジ
は
聖
興
寺
、
ダ
イ
マ
ン
ボ
ウ
は
大
満
坊
で
あ
る
。
イ
エ
ン
ゲ
は
「
会
下
」

「
会
解
」
に
当
た
り
、
同
門
の
僧
侶
又
は
寺
院
の
意
味
で
、
龍
珠
院
と
み
ら
れ
る
（
７
）。 

「
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
修
道
士
が
ト
イ
・
ジ
ョ
ア
ン
の
家
で
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
に
説

話
を
行
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
人
の
仏
僧
が
戸
口
か
ら
入
り
込
ん
で
来
た
。
彼
は
著
名
な

ダ
イ
マ
ン
ボ
ウ
と
い
う
僧
侶
の
門
弟
で
、・
・
・
大
胆
不
敵
に
も
抜
刀
し
、
同
宿
で
あ
る
説
教

師
お
よ
び
修
道
士
を
殺
害
し
よ
う
と
し
た
。」（
資
料
２
）（
８
） 

「
そ
の
地
の
三
つ
の
僧
院
、
す
な
わ
ち
イ
エ
ン
ゲ
、
シ
ョ
ク
ジ
、
ダ
イ
マ
ン
ボ
ウ
の
住
職
た

ち
は
、
島
原
の
殿
の
母
親
で
シ
ョ
ウ
シ
ュ
ン
と
い
う
鬼
婆
と
相
談
し
、・
・
・
彼
を
茶
（
会
）

に
招
い
た
。・
・
・
彼
女
は
彼
に
毒
を
飲
ま
せ
、
そ
の
た
め
に
彼
は
数
日
後
に
死
ん
だ
と
い
う
。」

（
資
料
３
）（
９
） 

永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）【
有
馬
の
分
】
保
（
宝
）
福
寺
、
威
徳
院
、
訪
福
院
、
金
蔵
寺
、
遍

照
院
、
円
教
坊
、
北
岡
山
如
意
坊
、
西
光
寺
、
あ
ら
か
わ
大
法
印
、
等
覚
院
、【
島
原
の
分
】

大
満
坊
、
聖
興
寺
（
資
料
４
）（
10
）

（
三
）
有
馬
領
と
初
期
教
会
地 

資
料
５
に
よ
れ
ば
、
義
貞
は
、
有
馬
の
優
れ
た
仏
僧
の
寺
院
（
サ
イ
コ
ウ
寺
）
を
教
会
地
と
し
て

イ
エ
ズ
ス
会
に
与
え
、
そ
こ
に
教
会
を
建
設
し
た
。
こ
の
教
会
は
、
一
五
七
六
年
九
月
に
は
あ
っ
た

が
、
義
貞
の
死
去
が
も
と
で
、
翌
一
月
に
解
体
さ
れ
、
わ
ず
か
一
年
間
も
存
続
し
な
か
っ
た
。 

「
有
馬
に
は
、
大
勢
の
仏
僧
た
ち
の
中
に
、
一
人
、
大
い
に
学
識
と
権
威
の
あ
る
人
が
お

り
、・
・
・
そ
の
仏
僧
は
、
サ
イ
コ
ウ
寺[Saicoji]

と
い
う
寺
院
の
住
職
で
あ
っ
た
。・
・
・

ド
ン
・
ア
ン
デ
レ
は
、・
・
・
さ
っ
そ
く
仏
僧
た
ち
の
寺
院
と
か
宿
坊
を
（
イ
エ
ズ
ス
）
会
に

贈
与
し
、・
・
・
か
く
て
そ
の
地
に
は
さ
っ
そ
く
教
会
が
建
て
ら
れ
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
が

来
て
（
ミ
サ
聖
祭
）
に
与
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
人
々
に
洗
礼
を
授
け
る
の
に
適
当
な
場
所

を
持
て
る
に
至
っ
た
」（
資
料
５
）（
11
）

有
馬
の
最
初
の
教
会
は
何
処
に
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
「
サ
イ
コ
ウ
寺
」
に
つ
い
て
、
説
①
④
は
、
北

有
馬
に
残
る
地
名
の
「
西
正
寺
」
の
地
と
し
た
よ
う
だ
。
根
井
浄
氏
は
、
資
料
４
に
よ
り
、
有
馬
に

「
サ
イ
コ
ウ
寺
」
の
発
音
通
り
に
「
西
光
寺
」
が
確
か
に
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
た
（
12
）。
こ
の

こ
と
は
「
西
正
寺
」
説
を
否
定
す
る
重
み
を
持
つ
が
、
肝
心
の
教
会
所
在
地
ま
で
は
触
れ
て
い
な
い
。

三
頭
太
夫
文
書
に
よ
れ
ば
、
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）、
十
年
（
一
五
六
七
）、
十
一
年
（
一
五
六
八
）

に
「
西
光
寺
」
の
記
載
が
あ
る
が
、
そ
の
後
の
記
載
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
一
五
七
六
年
の
資
料
５

と
時
期
的
に
矛
盾
し
な
い
。 

こ
の
よ
う
に
「
西
光
寺
」
の
存
在
は
確
定
的
だ
が
、
北
有
馬
に
そ
の
痕
跡
が
見
つ
か
ら
ず
、
ど
う

す
る
か
。
こ
れ
を
方
向
づ
け
て
く
れ
る
の
が
、
資
料
６
の
一
五
八
〇
年
度
・
日
本
年
報
で
あ
る
。
こ

の
意
味
内
容
を
読
み
解
く
と
、「
有
馬
領
の
キ
リ
シ
タ
ン
宗
団
を
有
馬
、
有
家
、
口
之
津
の
三
つ
に

分
担
し
た
。
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
は
そ
の
う
ち
筆
頭
の
有
馬
に
設
け
る
の
が
よ
い
が
、（
義
貞
が
与
え
た
セ

イ
コ
ウ
寺
の
地
所
は
そ
う
で
な
い
た
め
）
代
わ
り
に
、
別
の
場
所
で
有
馬
の
最
良
の
地
を
得
た
」
と

解
せ
ら
れ
る
。
す
で
に
セ
イ
コ
ウ
寺
が
北
有
馬
に
あ
っ
た
な
ら
「
別
の
場
所
」
を
求
め
る
必
要
は
な

く
、
セ
イ
コ
ウ
寺
は
北
有
馬
に
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
故
、
最
初
の
教
会
地
を
北
有
馬
に
想

定
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
西
光
寺
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
述
べ
た
い
。 

「
ド
ン
・
プ
ロ
タ
ジ
オ
は
司
祭
が
有
馬
、
そ
の
他
の
諸
城
に
建
設
を
希
望
し
て
い
る
教
会
の

た
め
に
、
最
も
重
立
っ
た
寺
院
と
地
所
を
与
え
、
こ
れ
ら
の
地
に
教
会
が
建
て
ら
れ
る
と
、

同
地
の
キ
リ
シ
タ
ン
宗
団
は
三
つ
の
司
祭
館
に
分
担
さ
れ
た
。
第
一
（
の
司
祭
館
）
は
有
馬

で
あ
る
。
こ
こ
は
筆
頭
で
便
宜
あ
り
名
立
た
る
場
所
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
司
祭
に
は
当
地

出
身
の
尐
年
た
ち
の
神
学
校
（
セ
ミ
ナ
リ
オ
）
を
同
所
に
設
置
す
る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
た
。

そ
の
た
め
、
か
つ
て
ド
ン
・
プ
ロ
タ
ジ
オ
（
鎮
純
）
の
父
（
義
貞
）
が
キ
リ
シ
タ
ン
に
な
っ

た
時
、（
イ
エ
ズ
ス
）
会
に
与
え
た
地
所
の
代
わ
り
に[

同
所
は
ふ
た
た
び
仏
僧
が
占
有
し
た

の
で
、
今
息
子
が
こ
れ
を
あ
ら
た
め
て
我
ら
に
与
え
た]

、
別
の
場
所
で
、
有
馬
の
最
良
の
地

に
あ
っ
て
は
な
は
だ
好
適
か
つ
十
分
な
広
さ
の
場
所
を
得
た
。」（
資
料
６
）（
13
）

二
． 

第
二
期 

第
二
期
は
、
一
五
七
九
年
七
月
に
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
口
之
津
港
に
上
陸
、
寺
院
が
多
数

破
壊
さ
れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
教
界
が
拡
が
っ
て
ゆ
く
が
、
秀
吉
の
伴
天
連
追
放
令
の
た
め
教
会
が
壊
さ

れ
、
つ
い
に
秀
吉
が
没
す
る
一
五
九
八
年
迄
で
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
教
界
の
解
析
に
最
も
大
事
な
時

期
に
な
る
。 

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
港
町
口
之
津
に
次
ぐ
目
標
と
し
て
、
所
領
の
中
心
市
で
あ
る
有
馬
の
地
に

キ
リ
シ
タ
ン
町
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
晴
信
は
有
馬
の
寺
院
を
破
壊
し
、
そ
の
土
地

と
家
屋
を
イ
エ
ズ
ス
会
に
与
え
、
教
会
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
で
城
と
教
会
が
関
係
づ
け
ら
れ

た
。
当
時
は
佐
賀
を
中
心
に
勢
力
を
増
し
て
き
た
竜
造
寺
と
の
戦
い
が
厳
し
く
、
晴
信
は
島
津
の
応

援
を
得
る
こ
と
で
、
一
五
八
四
年
、
つ
い
に
竜
造
寺
を
打
ち
負
か
し
た
。 

（
一
）
有
馬
の
キ
リ
シ
タ
ン
町
の
形
成 

１）

町
の
全
体
像
・
・
・
有
馬
の
中
世
集
落 
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日
本
側
資
料
と
し
て
、
十
九
世
紀
前
期
の
絵
図
『
肥
前
国
高
来
郡
ノ
内
嶋
原
領
絵
図
』（
資
料
７
）

（
14
）
が
あ
る
。
松
平
为
殿
頭
時
代
の
島
原
領
・
田
畑
の
範
囲
が
黄
塗
り
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の

地
図
と
重
ね
て
み
る
と
、
当
時
の
集
落
構
成
は
現
在
と
相
当
に
異
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

地
勢
、
町
、
骨
格
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
（
図
１
参
照
）。 

・
有
馬
の
海
は
大
き
く
有
馬
川
と
大
手
川
の
二
つ
の
入
江
が
あ
り
、
日
野
江
城
の
前
は
浅
瀬
の
海
が

遠
く
広
が
っ
て
い
た
。
有
馬
川
は
上
流
に
従
い
、
浦
口
川
、
轟
川
、
西
正
寺
川
の
支
流
が
あ
る
。
遠

浅
の
海
は
、
後
に
干
拓
に
よ
る
埋
立
て
で
新
田
開
発
さ
れ
、
現
在
の
姿
と
な
っ
た
。 

・
为
要
な
往
還
道
は
、
有
家
か
ら
西
の
北
有
馬
に
入
る
と
、
春
日
社
、
橋
口
、
本
町
へ
と
進
み
、
次

に
三
尺
町
で
南
下
し
て
、
有
馬
川
を
渡
り
、
南
有
馬
へ
抜
け
る
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
往

還
道
は
、
城
の
前
に
広
が
る
遠
浅
の
海
の
周
り
を
大
き
く
迂
回
し
て
い
た
。 

・
絵
図
当
時
の
有
馬
の
町
は
、
城
の
南
と
東
に
、
く
の
字
型
に
町
が
連
担
し
て
い
た
。
城
前
の
東
西

通
り
は
往
還
道
で
、
さ
ら
に
西
方
に
今
福
、
西
正
寺
の
集
落
が
点
在
し
て
い
た
。
明
治
以
降
、
城
西

に
役
場
や
学
校
が
で
き
て
、
現
在
は
城
西
に
市
街
地
が
移
る
。
現
在
、
城
東
の
麓
に
集
落
は
な
く
、

扇
状
地
東
方
の
山
裾
に
集
落
が
点
在
す
る
。 

城
の
東
方
に
は
、「
金
蔵
寺
」
の
地
名
、
春
日
神
社
が
現
存
し
、「
卜
光
寺
」「
金
蔵
地
」「
称
行
寺
」

の
小
字
名
が
残
る
な
ど
寺
社
関
係
が
集
中
す
る
。
鍛
冶
遺
構
、
武
士
の
遺
構
が
現
存
し
、
城
の
東
方

の
大
手
川
流
域
に
、
城
と
寺
院
か
ら
な
る
中
世
集
落
ら
し
き
痕
跡
が
集
ま
る
。
さ
ら
に
一
五
六
八
年

三
頭
大
夫
文
書
資
料
に
「
金
蔵
寺 

ゑ

け

の

衆

桃
仙
院 

宝
福

ゑ

け

寺 

西
光
寺

た

う

ゑ

ん

け

」（
15
）
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
西
光
寺
は
北
有
馬
の
金
蔵
寺
を
本
家
と
し
た
会
下
寺
で
、
有
馬
氏
の
地
元
金
蔵
寺
と
つ
な
が
り
が

深
い
寺
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。 

こ
の
町
の
配
置
に
関
し
て
、
昭
和
56
年
策
定
『
史
跡
日
野
江
城
』
に
は
、
城
の
西
の
浦
口
川
に

沿
い
有
馬
氏
の
家
臣
団
の
集
落
が
営
ま
れ
た
と
い
う
旨
の
記
述
が
あ
る
（
16
）
が
、
当
時
の
町
の

捉
え
方
や
位
置
に
疑
問
が
あ
り
、
指
摘
を
し
て
お
く
。 

２）

町
と
教
会
地 

フ
ロ
イ
ス
ら
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
人
達
は
有
馬
の
何
処
に
い
た
の
か
。
前
項
で
は
日
本
側
史
料
に

よ
り
検
討
し
た
が
、
予
断
を
持
た
ず
、
こ
の
項
で
は
外
国
側
史
料
に
よ
り
、
彼
ら
の
言
動
を
実
観
的

に
み
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
こ
に
彼
ら
は
居
た
だ
ろ
う
。
ま
ず
は
、
教
会
施
設
は
、
日
野
江
城
の

東
方
（
海
か
ら
見
て
右
）
な
の
か
、
南
方
（
同
前
）
な
の
か
、
西
方
（
同
左
）
な
の
か
。
こ
れ
を
指

し
示
す
資
料
が
、
尐
な
く
と
も
二
つ
あ
る
。 

「
有
馬
と
い
う
市
・
・
・
こ
の
市
は
屋
形Yacatas

と
よ
ば
れ
た
古
い
領
为
た
ち[

有
馬
氏]

と
、
市
が
大
き
い
と
い
う
よ
り
土
地
柄
の
よ
さ
、
肥
沃
さ
、
ま
た
そ
の
地
形
の
た
め
に
有
名

で
あ
る
。
余
り
大
き
す
ぎ
る
と
い
う
ほ
ど
で
も
な
く
、
市
を
富
ま
す
よ
う
な
商
取
引
も
な
い
。

海
辺
に
あ
り
な
が
ら
、
海
岸
は
長
く
平
坦
で
低
地
の
た
め
海
港
で
も
な
い
。
だ
か
ら
こ
の
市

に
行
く
に
は
満
潮
の
時
を
選
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
い
と
、
ど
ん
な
に
舟
が
小
さ
く
と

も
、
海
辺
に
最
も
近
い
家
に
も
行
け
な
い
の
だ
。
だ
が
満
潮
時
で
あ
れ
ば
、
人
家
ば
か
り
か
、

小
川
を
上
っ
て
古
城
の
傍
に
舟
を
横
づ
け
す
る
こ
と
も
で
き
る
。」（
資
料
８
）
（
17
）

図
１ 

有
馬
の
位
置
図
（
Ａ
日
野
江
城
跡
、
Ｂ
原
城
跡
、
Ｃ
願
心
寺
、
Ｄ
北
岡
天
満
神
社
、
Ｅ
西
正

寺
（
地
名
）、
Ｆ
金
蔵
寺
（
地
名
）、
Ｇ
大
手
川
、
Ｈ
有
馬
川
、
Ｉ
浦
口
川
、
Ｊ
轟
川
、
Ｋ
西
正
寺
川
） 

資
料
８
で
は
、
有
馬
の
町
は
舟
の
便
に
恵
ま
れ
ず
、
商
取
引
で
き
る
港
町
で
な
か
っ
た
。
満
潮
時
だ

け
、「
小
川
を
上
っ
て
古
城
の
傍
に
舟
を
横
づ
け
」
た
と
あ
る
。
現
在
、
城
の
傍
の
小
川
は
、
城
東

の
大
手
川
（
図
１
の
Ｇ
）
か
城
西
の
浦
口
川
（
図
１
の
Ｉ
）
の
二
つ
し
か
な
い
。
大
手
川
は
平
地
で

満
潮
時
に
水
深
が
と
れ
る
が
、
浦
口
川
の
方
は
川
幅
は
狭
く
、
川
底
は
斜
面
な
の
で
舟
は
入
れ
な
い

だ
ろ
う
。
も
う
一
つ
資
料
を
上
げ
よ
う
。 

「
有
馬
（
晴
信
）
殿
の
義
母
の
ド
ナ
・
マ
リ
ア
は
、
非
常
に
高
い
身
分
の
人
で
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
冬
に
は
、
厳
し
い
寒
さ
と
深
い
雪
の
中
を
素
足
で
北
岡
の
聖
母
教
会
ま

で
ミ
サ
聖
祭
に
与
り
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
は
城
か
ら
か
な
り
の
距
離
が
あ
り
、
幾
つ
か
の

川
を
渡
っ
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。」（
資
料
９
）（
18
）

聖
祭
の
た
め
、
マ
リ
ア
は
教
会
の
フ
ロ
イ
ス
と
会
っ
て
か
ら
、
遠
浅
の
海
路
を
ま
っ
す
ぐ
に
北
岡
の

聖
母
教
会
（
図
１
の
Ｄ
、
後
で
解
析
す
る
）
の
方
向
に
向
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
城
西
の
浦
口
川

Ｃ 

Ａ

Ｂ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 
Ｊ Ｋ 
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流
域
か
ら
北
岡
へ
向
か
う
の
で
あ
れ
ば
、
陸
路
の
往
還
道
を
通
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
城
東
に
あ

る
大
手
川
河
口
と
北
岡
を
結
ぶ
線
上
に
し
か
、「
冬
の
寒
さ
と
深
い
雪
の
中
を
素
足
で
幾
つ
か
の
川

（
大
手
川
と
有
馬
川
の
川
筋
か
）
を
渡
る
」
と
い
う
構
図
は
描
け
な
い
。
資
料
９
か
ら
、
大
手
口
と

教
会
が
近
い
と
容
易
に
想
像
で
き
る
。
要
す
る
に
、
資
料
８
の
城
の
傍
の
舟
つ
き
場
、
資
料
９
の
マ

リ
ア
と
フ
ロ
イ
ス
の
情
景
と
も
、
城
の
東
方
の
大
手
川
辺
り
の
出
来
事
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
教

会
地
が
城
西
と
す
る
説
④
は
、
成
立
し
に
く
い
だ
ろ
う
。 

（
二
）
教
会
地
の
動
き 

当
時
の
有
馬
の
キ
リ
シ
タ
ン
町
の
概
要
を
と
ら
え
た
と
こ
ろ
で
、
町
に
形
成
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教

界
の
解
析
を
す
す
め
る
。
ま
ず
城
の
内
と
外
に
分
け
て
概
要
を
と
ら
え
て
ゆ
く
。 

１） 

「
城
の
中
」
の
解
釈 

日
野
江
城
内
に
教
会
施
設
を
推
定
し
た
説
は
、
説
②
以
外
に
は
な
い
。
こ
の
説
に
関
し
て
、
一
九

七
〇
年
代
か
ら
か
「
日
本
人
の
言
う
城
の
そ
ば

・

・

か
下・

な
の
か
、
外
人
の
言
う
城
の
そ
ば

・

・

か
下・

な
の
か

判
定
が
し
に
く
い
」、「
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
「
城
の
中
」
と
い
う
の
を
、「
城
下
」
と
翻
訳
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
作
家
や
歴
史
家
の
解
釈
論
ま
で
あ
っ
た
。「
城
の
中
」
を
「
城
下
」
と
訳
し

た
り
、
こ
う
し
た
翻
訳
文
を
う
の
み
に
し
た
歴
史
専
門
書
、
記
事
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。「
日
野

江
城
跡
」
の
史
跡
追
加
指
定
文
に
は
、「
晴
信
は
日
野
江
城
下
に
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
（
神
学
校
）
を
設
け
」

と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
19
）。
重
要
な
点
な
の
で
、
今
後
の
た
め
に
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
書
簡
ど

お
り
に
「
城
内
＝
城
の
中
」
だ
と
考
え
た
人
は
い
た
は
ず
で
あ
る
。
次
の
資
料
10
は
、
ヴ
ァ
リ
ニ

ャ
ー
ノ
が
自
ら
城
内
に
入
り
行
っ
た
こ
と
の
報
告
で
あ
る
（
傍
線
は
筆
者
）。
彼
が
城
内
に
教
会
施

設
を
つ
く
り
宠
教
活
動
を
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

「
三
年
前
に
な
ろ
う
が
、
私
は
在
日
中
、
彼
に
洗
礼
を
授
け
、
彼
と
共
に
そ
の
領
地
の
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
の
者
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な
り
、
彼
等
の
偶
像
の
寺
社
は
こ
と
ご
と
く
破
壊
さ

れ
、
受
洗
し
な
か
っ
た
尐
数
の
者
も
、
今
は
日
々
受
洗
し
て
い
る
。・
・
・
有
馬
の
城
内
に
我

等
は
非
常
に
良
好
な
場
所
を
所
有
し
て
居
り
、
我
等
の
部
屋
と
立
派
な
聖
堂
の
外
に
、
そ
の

地
に
貴
族
の
子
弟
の
神
学
校
を
設
立
し
た
。
こ
れ
は
三
十
人
を
収
容
す
る
だ
け
で
あ
る
か
ら

小
規
模
で
あ
る
が
、
非
常
に
便
利
で
、
良
く
設
計
さ
れ
て
い
る
。
資
金
と
収
入
が
十
分
で
な

か
っ
た
為
に
、
そ
れ
以
上
大
き
く
造
れ
な
か
っ
た
が
、
増
築
が
可
能
で
あ
り
、
事
情
が
好
転

す
れ
ば
拡
張
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
修
院
に
は
、
目
下
三
名
の
司
祭
が
、
四
、
五
名
の
修
道

士
と
同
居
し
て
い
る
。」 (

資
料
10) 

（
20
）

２）

城
の
内
か
ら
外
へ 

『
日
本
史
』
を
読
み
進
め
る
と
、
Ⅱ
期
の
時
代
は
、「
城
内
」
の
教
会
施
設
の
場
面
が
や
が
て
明

る
い
場
面
に
変
化
す
る
。
以
前
は
城
内
に
居
た
が
、
そ
の
時
以
後
は
城
外
に
出
た
こ
と
に
な
る
。
次

の
二
資
料
は
そ
の
前
後
を
究
め
る
も
の
で
あ
る
。
資
料
12
に
「
数
日
前
に
」
と
あ
る
の
で
、
プ
ロ

タ
ジ
オ
（
晴
信
）
が
城
外
に
出
る
決
断
し
た
の
は
一
五
八
四
年
十
一
月
頃
と
推
断
で
き
る
。
よ
っ
て
、

第
二
期
を
Ⅱ
ａ
期
（
一
五
七
九
～
一
五
八
四
）、
Ⅱ
ｂ
期
（
一
五
八
五
～
一
五
九
八
）
に
わ
け
る
。 

「
司
祭
は
城
内
の
貴
婦
人
や
子
供
ら
に
何
か
災
い
が
生
ず
る
や
も
知
れ
ぬ
危
険
な
状
態
に
対

し
、
修
道
士
一
人
と
修
道
院
の
青
年
た
ち
を
伴
っ
て
終
夜
、
城
を
警
備
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
れ
故
、
神
学
校
に
お
い
て
夜
間
は
二
名
の
司
祭
が
修
道
士
と
共
に
番
を
定
め
て
警
戒

に
当
り
、
教
会
の
鐘
を
警
鐘
と
し
、
校
長
は
城
よ
り
（
不
明
）
の
鐘
を
用
い
て
そ
れ
に
答
え

た
。」 (

資
料
11) 

（
21
）

「
ド
ン
・
プ
ロ
タ
シ
オ
の
教
会
に
対
し
て
抱
い
て
い
る
愛
は
、
私
た
ち
を
驚
か
せ
る
ほ
ど
の

寛
大
さ
を
見
せ
て
い
ま
す
。
数
日
前
に
、
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
場
所
が
、
そ
こ
で
育
て
ら
れ
る
子

供
の
た
め
狭
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
自
分
の
城
の
下
に
広
い
と
こ
ろ
を
提
供
す
る
旨
を

表
わ
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
を
移
し
、
新
し
く
立
派
な
教
会
が
建
て
ら
れ
る
こ
と

を
望
ん
で
い
ま
し
た
が
、
神
父
た
ち
は
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
に
続
い
て
家
、
空
地
と
農
園
が
あ
る
広

い
場
所
で
、
一
方
は
有
馬
の
城
の
前
ま
で
島
が
伸
び
て
い
る
所
を
も
っ
と
適
当
で
あ
る
と
思

い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
数
人
の
武
士
や
貴
人
が
数
代
前
か
ら
住
ん
で
い
た
」（
資
料
12
）（
22
） 

二
資
料
の
場
面
の
間
に
戦
敵
の
竜
造
寺
隆
信
が
戦
死
（
23
）
し
た
こ
と
で
、
場
面
が
暗
か
ら
明
に

移
っ
た
と
理
解
で
き
る
。
資
料
11
は
、
戦
い
に
出
る
た
め
城
の
安
全
が
司
祭
に
任
さ
れ
て
い
た
。

鐘
音
の
伝
達
、
夜
間
の
警
備
厳
戒
の
中
で
と
っ
た
警
備
体
勢
か
ら
、
城
と
教
会
と
の
離
れ
ぐ
あ
い
は
、

昼
間
は
見
え
る
が
夜
間
は
鐘
の
音
で
交
信
で
き
る
距
離
に
あ
っ
た
と
想
定
で
き
る
。 

（
三
）
教
会
と
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
位
置
解
析 

第
二
期
に
お
い
て
、
教
会
施
設
の
位
置
は
城
内
か
ら
城
外
へ
移
行
し
た
と
解
い
た
。
ま
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
教
会
施
設
に
つ
い
て
述
べ
る
。 

１）

城
外
の
教
会
地 

教
会
施
設
が
城
の
内
か
ら
外
へ
出
た
時
の
状
況
に
つ
い
て
、
フ
ロ
イ
ス
は
別
の
資
料
13
で
も
述

べ
て
い
る
。
こ
の
二
資
料
か
ら
、
プ
ロ
タ
ジ
オ
は
城
の
下
に
広
い
所
を
提
供
し
た
が
、
神
父
た
ち
は

地
続
き
の
場
所
を
選
ん
で
そ
こ
を
教
会
と
し
、
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
は
そ
の
ま
ま
城
内
に
残
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
要
す
る
に
、
地
続
き
の
場
所
に
出
た
の
は
教
会
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
セ
ミ
ナ
リ
ヨ

を
城
外
や
城
下
と
し
た
説
⑤
は
第
二
期
に
は
成
立
し
に
く
い
。 

「
ド
ン
・
プ
ロ
タ
ジ
オ
は
、
神
学
校
が
尐
年
た
ち
に
と
っ
て
狭
苦
し
く
不
便
な
こ
と
を
訴
え

ら
れ
る
と
、
城
の
麓
に
一
つ
の
広
大
な
地
所
を
提
供
し
、
そ
こ
に
神
学
校
を
移
し
、
新
し
く

荘
厳
な
教
会
を
建
て
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
（
だ
が
）
司
祭
た
ち
に
は
、
そ
れ
は
（
今
）
い
ろ

い
ろ
の
人
が
所
有
し
て
い
る
平
地
や
菜
園
の
広
い
土
地
が
最
適
と
思
わ
れ
た
。
そ
こ
は
（
そ

れ
ま
で
の
）
神
学
校
と
は
地
続
き
で
、
環
状
の
島
の
よ
う
な
形
を
し
て
お
り
、
有
馬
城
の
正

面
で
終
っ
て
い
た
。
そ
の
地
区
に
は
先
祖
代
々
長
年
住
み
つ
い
て
い
る
貴
人
や
身
分
の
高
い

人
々
が
い
た
。
」
（
資
料
13
）（
24
）

こ
の
城
を
出
た
Ⅱ
ｂ
期
の
教
会
は
、
一
五
九
八
年
に
取
り
壊
さ
れ
る
ま
で
同
所
に
存
続
し
た
。
こ
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の
教
会
の
環
境
を
記
し
た
資
料
が
も
う
一
つ
あ
り
、
所
在
解
明
の
糸
口
を
与
え
て
く
れ
る
。 

 

「
そ
う
し
て
同
じ
十
一
月
二
十
一
日
、
金
曜
日
に
、
さ
き
に
挙
げ
た
役
人
ら
は
、
お
城
の
前

を
流
れ
る
川
の
ほ
と
り
の
、
有
馬
の
大
天
为
堂
の
あ
っ
た
場
所
へ
赴
き
、」（
資
料
14
）（
25
） 

つ
ま
り
教
会
は
、「
城
の
麓
の
平
地
」
で
、「
城
の
前
の
川
の
ほ
と
り
」
に
あ
る
。
加
え
て
前
項
か

ら
、「
城
の
東
方
」
の
大
手
川
沿
い
と
解
析
し
た
。
ま
と
め
る
と
、「
城
東
の
麓
の
大
手
川
右
岸
平
地
」

と
な
る
が
、
現
在
、
こ
れ
に
適
う
地
は
（
幸
運
な
こ
と
に
）
唯
一
ヵ
所
し
か
な
い
。
そ
こ
は
、
大
手

口
の
脇
に
位
置
し
て
い
る
小
字
「
小
堰
」
の
地
で
あ
る
（
図
２
）。 

２） 

教
会
地
固
有
の
特
徴 

 

前
の
フ
ロ
イ
ス
資
料
13
に
記
さ
れ
た
幾
つ
か
の
教
会
地
の
特
徴
を
取
り
出
し
て
、
現
在
の
「
小

堰
」
の
地
を
比
べ
て
検
証
し
て
み
る
。 

・
資
料
に
、「
環
状
で
島
の
よ
う
な
形
」
で
、「
有
馬
城
の
正
面
で
終
っ
て
い
た
」
と
あ
る
。
現
在
の

「
小
堰
」
の
地
は
、
城
の
崖
下
に
道
と
川
に
挟
ま
れ
た
「
お
む
す
び
形
」
を
し
て
囲
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
小
字
範
囲
は
大
手
口
の
間
近
ま
で
達
し
て
い
る
。
敶
地
の
形
状
や
範
囲
が
フ
ロ
イ
ス
の

記
述
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。 

・
資
料
に
、「
城
の
麓
に
一
つ
の
広
大
な
地
所
」
と
あ
る
。
城
東
方
の
大
手
川
流
域
は
北
有
馬
最
大

の
扇
状
地
形
な
の
で
、
城
の
麓
か
ら
見
た
フ
ロ
イ
ス
の
景
観
描
写
に
適
っ
て
い
る
。 

・
さ
ら
に
資
料
に
、「
先
祖
代
々
の
貴
人
や
身
分
の
高
い
人
々
」「
空
地
と
農
園
が
あ
る
広
い
場
所
・
・
・

数
人
の
武
士
や
貴
人
が
数
代
前
か
ら
住
ん
で
い
た
」
と
あ
る
。
前
項
（
一
）
で
、
城
東
方
に
中
世
集

落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
述
べ
た
。
資
料
13
は
こ
の
中
世
集
落
を
補
完
説
明
す
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
当
地
は
水
運
、
生
活
水
の
水
利
条
件
が
良
い
地
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
大
手
口
近
く
が
先

祖
代
々
の
武
士
や
貴
人
の
地
で
あ
っ
た
と
は
、
説
得
力
の
高
い
内
容
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
長
年
の
貴

人
、
武
人
が
住
ん
だ
地
に
、
城
为
の
指
示
で
教
会
が
表
に
出
て
入
れ
替
わ
り
、
一
五
八
四
年
を
境
に

キ
リ
シ
タ
ン
集
落
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。 

以
上
、
幾
つ
か
の
土
地
固
有
の
地
形
条
件
に
適
合
し
た
こ
と
か
ら
、
Ⅱ
ｂ
期
の
教
会
地
は
「
小

堰
」
の
地
に
位
置
し
た
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。 

３） 

セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
位
置 

続
い
て
、
資
料
13
に
教
会
地
と
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
が
「
地
続
き
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
着
目
し
て
、
セ

ミ
ナ
リ
ヨ
の
位
置
が
た
ど
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
城
内
で
、「
小
堰
」
に
地
続
き
の
小
字
を
探
す
と
、

「
城
山
」「
二
ノ
丸
」「
中
尾
」「
小
屋
敶
」
の
四
ヵ
所
が
該
当
す
る
（
図
２
）。 

一
九
六
〇
年
代
に
は
、
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
城
内
説
の
文
献
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
根
拠
と
し
た
資
料
説

明
は
な
い
が
、
チ
ー
ス
リ
ク
氏
は
「
二
ノ
丸
」
辺
り
の
写
真
を
掲
載
し
、
片
岡
弥
吉
氏
の
例
示
に
よ

る
と
浜
口
叶
氏
は
「
城
山
の
南
側
」
に
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
が
あ
っ
た
と
推
定
し
た
よ
う
だ
（
26
）。
し
か

し
当
時
は
戦
国
時
代
の
最
中
で
あ
る
。
城
の
前
方
の
「
城
山
」「
二
ノ
丸
」
の
地
は
、
当
然
、
出
陣
、

敵
の
迎
撃
な
ど
の
前
線
地
で
あ
る
の
で
、
そ
の
地
に
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
を
建
て
た
と
想
定
す
る
の
は
無
理

が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
残
る
「
中
尾
」
と
「
小
屋
敶
」
の
地
は
、「
城
山
」
と
の
間
に

谷
を
挟
み
、
城
か
ら
離
れ
た
後
方
地
に
あ
る
の
で
、
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
地
と
考
え
る
。 

 

図
２ 

日
野
江
城
と
大
手
川
流
域
（
Ａ
大
手
口
、
Ｂ
日
野
江
城
海
橋
柱
跡
、
Ｃ
広
場
、
太
字
は
小
字

名
） 

 

 

さ
ら
に
、
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
場
所
を
描
写
し
た
フ
ロ
イ
ス
の
記
述
か
ら
、
地
続
き
で
あ
る
セ
ミ
ナ
リ

ヨ
の
各
候
補
地
に
検
討
を
加
え
て
ゆ
く
。
次
の
資
料
15
は
、
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
地
か
ら
開
け
た
方
向

を
見
た
時
の
描
写
で
あ
る
。
城
よ
り
前
方
の
「
城
山
」「
二
ノ
丸
」
の
地
で
は
、「
静
か
で
奥
ま
っ
た

と
こ
ろ
」「
地
形
上
、
お
の
ず
か
ら
守
ら
れ
て
い
た
」
と
す
る
箇
所
の
表
現
に
合
わ
な
い
だ
ろ
う
。

「
そ
こ
に
住
む
者
に
は
広
々
と
し
た
感
じ
を
与
え
」
た
箇
所
と
は
、
扇
状
地
の
上
か
ら
下
方
を
見
晴

ら
す
場
面
が
想
定
さ
れ
る
が
、
上
方
が
さ
ら
に
高
台
な
ら
「
静
か
で
奥
ま
っ
た
」
こ
と
に
も
な
る
。

「
中
尾
」「
小
屋
敶
」
は
正
に
こ
の
条
件
に
適
う
。
扇
状
地
に
対
す
る
尾
根
の
位
置
と
向
き
か
ら
、

「
中
尾
」
の
方
が
眺
望
は
開
け
る
。 

「
そ
の
場
所
は
、
静
か
で
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
に
住
む
者
に
は
広
々
と
し
た
感
じ
を

与
え
、（
ま
た
）
地
形
上
、
お
の
ず
か
ら
守
ら
れ
て
い
た
。」 (

資
料
15) 

（
27
） 

さ
て
「
中
尾
」「
小
屋
敶
」
の
何
れ
が
該
当
す
る
か
。
前
の
資
料
11
は
、
城
と
教
会
地
と
の
位
置

関
係
を
示
し
た
描
写
で
、
教
会
の
警
鐘
の
音
に
城
の
鐘
で
答
え
て
い
た
。
現
在
の
地
形
を
み
る
と
、

称行寺 
 

 

 

 

  

 

Ｂ 

Ａ 

Ｃ 

小堰 

城山 

中尾 

小屋敷 

橋口 

二ノ丸 
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「
城
山
」
に
続
く
「
中
尾
」
は
大
き
な
谷
を
挟
み
、
次
な
る
「
小
屋
敶
」
は
小
さ
な
谷
を
挟
み
尾
根

が
続
く
。
資
料
の
鐘
の
音
伝
達
が
可
能
な
の
は
、「
城
山
」
本
丸
に
近
い
方
の
「
中
尾
」
の
尾
根
が

ふ
さ
わ
し
く
、
遠
い
「
小
屋
敶
」
で
は
両
者
の
伝
達
は
困
難
で
あ
ろ
う
。「
中
尾
」
の
現
地
を
訪
れ

た
ら
、
深
い
谷
と
三
、
四
段
の
段
畑
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
の
最
も
広
い
段
畑
か
ら
本
丸
方
向
の
山
稜

を
目
視
で
確
認
可
能
で
、
間
に
谷
を
挟
ん
で
直
線
距
離
で
約
百
四
十
メ
ー
ト
ル
、
鐘
の
音
の
や
り
取

り
が
可
能
な
距
離
内
に
あ
る
。
以
上
の
根
拠
に
よ
り
、
第
二
期
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
は
「
中
尾
」
に
所
在

し
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

 

（
四
）
キ
リ
シ
タ
ン
町
の
形
成
（
Ⅱ
ａ
期
） 

１） 

城
内
の
教
会
施
設 

前
の
資
料
10
と
次
の
資
料
16
・
17
・
18
を
ま
と
め
る
と
、
一
五
八
〇
年
の
十
月
に
は
、
城
内

に
司
祭
の
住
居
と
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
、
市
か
ら
四
分
の
一
里
の
と
こ
ろ
に
尐
年
の
遊
び
場
を
設
け
、
十
二

月
に
は
城
内
の
教
会
を
完
成
し
た
。
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
は
、
大
き
な
家
屋
数
棟
か
ら
な
り
、
中
庭
外
廊
付

き
、
収
容
人
数
三
十
名
と
小
規
模
な
が
ら
個
审
化
さ
れ
て
い
た
。
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
人
数
は
、
一
五
八

〇
年
に
は
二
十
二
名
、
八
二
年
は
二
十
六
名
、
八
四
年
に
は
四
十
名
近
く
に
増
加
し
、
セ
ミ
ナ
リ
ヨ

の
教
会
と
接
し
た
と
こ
ろ
に
学
校
を
完
成
さ
せ
、
百
名
の
尐
年
た
ち
が
来
る
ま
で
に
広
が
っ
た
。 

「
別
の
場
所
で
、
有
馬
の
最
良
の
地
に
あ
っ
て
は
な
は
だ
好
適
か
つ
十
分
な
広
さ
の
場
所
を

得
た
。
同
所
に
我
ら
の
住
居
（
ア
ビ
タ
サ
ン
）
と
神
学
校
（
セ
ミ
ナ
リ
オ
）
の
た
め
に
幾
つ

か
の
も
の
を
新
た
に
作
っ
て
整
え
、
神
学
校
は
か
つ
て
仏
僧
が
有
し
、
右
の
目
的
に
適
う
非

常
に
大
き
な
家
屋
数
棟
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
今
や
完
成
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
ら
の
家
屋

は
ド
ン
・
プ
ロ
タ
ジ
オ
が
与
え
、
こ
れ
に
よ
っ
て
た
い
そ
う
美
し
く
大
き
な
部
屋
が
作
ら
れ
、

こ
こ
に
は
三
十
名
以
上
の
尐
年
が
至
っ
て
快
適
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
べ
て
は
十
分
に

計
画
さ
れ
て
い
る
の
で
、
は
な
は
だ
便
利
で
あ
る
ほ
か
に
、
尐
年
た
ち
の
遊
び
に
役
立
つ
広
々

と
し
た
中
庭
や
外
廊
が
あ
り
、
現
在
同
所
に
は
尐
年
二
十
二
名
が
い
る
で
あ
ろ
う
。
デ
ウ
ス

の
御
助
け
に
よ
っ
て
、
日
々
そ
の
数
は
増
え
つ
つ
あ
る
。
ま
た
立
派
な
教
会
を
建
て
る
た
め

に
木
材
を
整
え
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
ド
ン
・
プ
ロ
タ
ジ
オ
が
我
ら
に
与
え
た
数
ヵ
寺
の
多

量
の
木
材
が
大
い
に
助
け
と
な
っ
た
。
市
か
ら
四
分
の
一
里
の
と
こ
ろ
に
、
尐
年
た
ち
が
遊

ぶ
の
に
適
し
た
非
常
に
よ
い
場
所
（
オ
ル
タ
）
が
あ
り
、
教
会
が
建
っ
て
い
る
が
、
同
所
も

（
有
馬
の
）
領
为
が
我
ら
に
与
え
た
も
の
で
あ
る
。」（
資
料
16
）（
28
） 

「（
巡
察
）
師
は
、
有
馬
の
最
良
の
地
所
の
一
つ
に
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
は
な
は
だ
好
都

合
で
適
し
た
場
所
を
所
有
し
て
い
た
。
そ
の
地
に
、（
神
学
校
に
）
ふ
さ
わ
し
い
家
屋
と
か
、

広
い
庭
と
か
、
尐
年
た
ち
が
遊
ぶ
の
に
役
立
つ
外
廊
な
ど
を
作
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
場
所
は
、

静
か
で
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
に
住
む
者
に
は
広
々
と
し
た
感
じ
を
与
え
、（
ま
た
）
地

形
上
、
お
の
ず
か
ら
守
ら
れ
て
い
た
。・
・
・（
住
居
）
と
離
れ
た
寝
审
、
立
派
な
広
い
教
会

な
ど
が
与
え
ら
れ
た
。
そ
こ
か
ら
四
分
の
一
里
の
地
に
、
尐
年
た
ち
の
遊
び
場
と
し
て
別
の

場
所
が
あ
て
が
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
同
地
に
あ
っ
た
も
っ
と
も
立
派
な
寺
院
の
一
つ
で
あ
っ

た
。」 (

資
料
17) 

（
29
） 

「
こ
の
神
学
校
の
教
会
と
接
し
た
所
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
が
子
弟
の
教
育
の
た
め
に
建
て

て
い
る
学
校
が
今
や
落
成
せ
ん
と
し
て
い
る
。
教
会
へ
学
び
に
来
て
い
る
尐
年
た
ち
は
百
名

を
超
え
、
教
義
の
問
答
に
も
、
ま
た
祈
祷
に
も
非
常
に
熱
心
で
毎
日
ミ
サ
に
与
り
、
こ
れ
が

終
わ
る
と
三
度
、
パ
ー
テ
ル
・
ノ
ス
テ
ル
と
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
を
唱
え
、
毎
日
、
詩
篇
の
一

つ
を
歌
う
。」（
資
料
18) 

（
30
） 

2） 

遊
び
場 

セ
ミ
ナ
リ
ヨ
と
は
別
に
、
尐
年
た
ち
の
遊
び
場
が
設
け
ら
れ
た
。
資
料
16
・
17
を
ま
と
め
る

と
、
遊
ぶ
の
に
適
地
で
、
領
为
が
与
え
た
寺
院
の
一
つ
で
、
教
会
が
建
っ
て
い
た
と
あ
る
。
こ
の
場

所
は
諸
説
あ
る
が
、
根
拠
ま
で
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
位
置
の
解
析
を
試
み
る
。 

『
日
本
史
』
に
、
ニ
シ
ュ
ウ
と
称
す
る
仏
僧
が
邸
と
地
所
を
提
供
し
、「
聖
母
の
聖
堂
」
を
作
っ

た
と
資
料
19
に
あ
る
。
こ
れ
が
資
料
９
で
マ
リ
ア
が
向
か
っ
た
「
北
岡
の
聖
母
教
会
」
と
推
測
で

き
る
が
、
こ
れ
の
み
で
確
定
と
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。 

「
こ
の
ニ
シ
ュ
ウ
と
称
す
る
仏
僧
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
た
だ
に
殿
、
そ
の
他
の
貴
人
た
ち

か
ら
敬
わ
れ
て
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
狡
猾
さ
と
器
用
さ
で
、
民
衆
か
ら
相
当
な
尊
敬
を
集

め
て
い
た
。・
・
・（
仏
僧
）
は
教
え
を
深
く
理
解
し
た
後
キ
リ
シ
タ
ン
に
な
る
こ
と
を
望
む

よ
う
に
な
る
と
、・
・
・
そ
こ
で
我
ら
は
、
彼
の
面
前
で
、
そ
れ
ら
い
っ
さ
い
、
お
よ
び
彼
が

祈
り
に
用
い
悪
魔
を
呼
ぶ
の
に
用
い
て
い
た
数
珠
を
焼
い
た
。
そ
の
翌
日
、
彼
は
洗
礼
を
受

け
、
ジ
ョ
ア
ン
と
い
う
教
名
を
授
け
ら
れ
た
。・
・
・
彼
は
こ
の
デ
ウ
ス
の
御
憐
れ
み
に
対
す

る
感
謝
の
印
し
と
し
て
、
自
ら
の
邸
と
地
所
を
提
供
し
、
そ
こ
に
聖
母
の
聖
堂
（
エ
ル
ミ
ダ
）

を
作
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
司
祭
が
承
諾
し
て
く
れ
れ
ば
、
そ
こ
で
隠
遁
者
と
し
て
過
す

こ
と
に
し
た
。」（
資
料
19
）（
31
） 

こ
の
遊
び
場
は
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
教
育
の
一
部
で
あ
っ
た
。
普
段
は
城
内
に
い
た
の
で
、
海
水
浴
な
ど
の

遊
び
を
目
的
と
し
た
。
従
っ
て
、
海
の
近
く
で
、「
市
か
ら
四
分
の
一
里
（
約
一
三
八
八
メ
ー
ト
ル
）

の
と
こ
ろ
」
と
な
る
。
城
前
の
通
り
中
央
か
ら
北
岡
天
満
神
社
入
り
口
ま
で
道
の
り
は
約
一
三
五
〇

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
有
馬
の
社
寺
の
う
ち
「
市
か
ら
四
分
の
一
里
」
の
距
離
に
最
も
近
く
、
し
か

も
海
に
近
い
の
は
当
地
し
か
な
い
。 

 

（
五
）
キ
リ
シ
タ
ン
町
の
形
成
（
Ⅱ
ｂ
期
） 

１） 

城
外
の
教
会
施
設 

前
項
で
、
城
内
の
教
会
施
設
の
位
置
と
構
成
を
明
ら
か
に
し
た
。
続
い
て
次
の
資
料
20
か
ら
、

城
の
内
か
ら
外
へ
の
移
行
に
と
も
な
い
教
会
施
設
は
次
の
よ
う
に
変
化
し
た
。
①
新
し
い
教
会
の
側

に
神
父
の
住
居
を
建
設
し
た
。
②
旧
来
の
神
父
た
ち
の
住
居
全
部
と
今
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
住
ま
い
は

そ
の
ま
ま
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
に
残
し
た
。
③
従
来
の
大
き
な
教
会
を
良
く
改
造
し
、
一
五
八
五
年
七
月
二
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十
二
日
、
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
を
そ
こ
に
移
転
し
た
。
④
新
し
い
教
会
の
す
ぐ
側
に
、
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
が
今
ま

で
使
っ
て
い
た
家
で
信
者
の
ミ
サ
を
行
っ
た
。
Ⅱ
ｂ
期
を
ま
と
め
る
と
、
教
会
は
「
小
堰
」
に
移

転
、
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
は
「
中
尾
」
の
ま
ま
、
地
続
き
で
再
構
成
さ
れ
た
と
考
え
る
。
こ
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ

は
、
薩
摩
勢
の
島
原
半
島
占
拠
の
際
一
五
八
七
年
春
、
浦
上
に
移
転
し
た
。 

「
昨
年
、
計
画
さ
れ
て
い
た
工
事
が
す
で
に
始
ま
り
、
神
父
た
ち
は
住
ま
い
を
新
し
い
所
に

移
し
、
旧
来
の
住
居
は
全
部
、
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
た
め
に
残
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
教
会
の
た

め
の
木
材
を
、
み
ん
な
が
、「
く
り
き
」
と
言
っ
て
山
か
ら
引
き
出
し
持
っ
て
き
ま
す
。
日
本

人
は
神
へ
の
愛
の
た
め
の
行
為
を
そ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。
最
初
に
木
材
を
運
び
は
じ

め
た
の
は
こ
の
地
方
で
第
二
の
人
物
で
あ
っ
た
ド
ン
・
ジ
ョ
ア
ン
左
兵
衛
殿
で
、
そ
の
後
に

皆
が
つ
づ
き
ま
し
た
。・
・
・
今
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
住
ま
い
は
、
彼
ら
の
た
め
に
新
た
に
建
て

ら
れ
る
家
よ
り
立
派
で
す
。
そ
れ
は
高
来
の
領
为
ド
ン
・
プ
ロ
タ
ジ
オ
が
、
今
、
建
築
中
の

新
し
い
教
会
を
建
て
よ
う
と
望
ん
だ
の
で
、
数
年
前
に
建
て
ら
れ
た
従
来
の
教
会
も
十
分
に

大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
た
め
に
残
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
目
的
の
た
め

に
良
く
改
造
さ
れ
て
七
月
二
十
二
日
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
が
移
転
し
ま
し
た
。
信
者
の
た
め
の
ミ
サ

は
、
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
が
今
ま
で
に
使
っ
て
い
た
家
で
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
家
は
、
今
、
新
し
く

建
て
ら
れ
る
教
会
の
す
ぐ
側
に
あ
り
ま
す
。」（
資
料
20
）（
32
） 

2） 

広
場 

次
の
資
料
21
に
は
、
復
活
祭
の
行
列
が
方
形
の
大
広
場
を
廻
っ
て
行
う
と
あ
り
、
日
本
の
中
世

集
落
で
西
欧
の
キ
リ
ス
ト
教
行
事
が
催
さ
れ
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
解
析
か
ら

教
会
が
「
小
堰
」、
川
が
「
大
手
川
」
で
あ
る
こ
と
を
手
掛
か
り
に
、
次
は
広
場
の
位
置
を
探
る
。

「
我
等
は
広
場
に
入
る
た
め
河
上
の
橋
を
通
っ
た
」
と
あ
る
の
で
、
大
手
川
を
挟
ん
で
教
会
の
反
対

側
、
つ
ま
り
扇
状
地
裾
野
の
側
に
広
場
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
实
で
あ
る
。
広
場
に
は
「
周
囲
の
道
路
」

が
あ
り
「
二
方
に
は
家
屋
」
と
あ
る
の
で
、
そ
こ
は
集
落
道
の
構
成
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
広
場
四

辺
の
道
の
う
ち
西
側
一
辺
は
、
大
手
川
沿
い
の
道
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
实
で
あ
る
。 

問
題
は
道
の
何
処
か
ら
何
処
ま
で
か
で
あ
る
。
残
る
一
辺
は
「
他
方
は
城
」
と
描
写
さ
れ
、
広
場

北
側
ら
し
い
が
、
他
辺
と
異
な
り
、
小
川
や
一
般
家
屋
と
接
し
な
い
よ
う
だ
。
現
在
、
城
の
大
手
口

と
金
蔵
寺
集
落
を
つ
な
ぐ
東
西
の
直
線
道
が
あ
る
。
こ
こ
を
広
場
北
側
の
境
道
と
す
れ
ば
、
道
の
北

方
は
小
字
「
称
行
寺
」
の
寺
院
地
、
南
方
の
「
広
場
」
は
領
为
地
で
あ
る
の
で
、
一
般
家
屋
の
な
い

条
件
と
一
致
さ
せ
得
る
。
現
地
の
境
道
に
立
つ
と
、
西
方
に
雄
大
な
城
山
の
傾
斜
地
が
眺
望
で
き
、

「
他
方
は
城
」
の
情
景
が
得
ら
れ
方
向
の
疑
問
は
氷
解
す
る
。
境
道
と
大
手
川
と
の
交
点
（
図
２
の

Ａ
点
）
と
の
対
応
点
を
、
資
料
８
の
「
舟
つ
き
場
」
と
し
て
、
現
在
の
「
日
野
江
城
海
橋
柱
跡
」
の

遺
構
（
33
）
地
点
（
図
２
の
Ｂ
点
）
と
し
て
、
そ
の
距
離
を
参
考
に
広
場
を
想
定
す
る
と
、
地
形

図
上
に
ほ
ぼ
方
形
の
約
百
二
十
メ
ー
ト
ル
四
方
の
大
区
画
が
見
て
と
れ
る
（
図
２
の
C
）。
広
場
東

側
の
道
は
現
在
の
町
道
北
谷
線
の
延
長
、
広
場
南
側
の
道
は
往
還
道
と
な
る
の
で
二
方
向
に
家
屋
が

並
ん
だ
可
能
性
が
高
く
、
書
簡
に
描
写
さ
れ
た
四
辺
の
土
地
利
用
に
適
う
遺
構
配
置
が
現
在
で
も
得

ら
れ
る
。 

 
 

「
こ
の
行
列
は
方
形
の
大
広
場
を
廻
っ
て
行
う
の
で
あ
っ
た
が
、
広
場
の
一
方
に
は
聖
堂
と
の

間
に
小
川
が
あ
り
、
他
方
に
は
城
ま
た
他
の
二
方
に
は
家
屋
が
あ
っ
た
。 

広
場
の
角
々
に
は

枝
を
も
っ
て
胸
壁
を
作
り
、
そ
の
周
囲
の
道
路
は
枝
を
も
っ
て
飾
り
旗
を
掲
げ
た
。・
・
・
我

等
は
広
場
に
入
る
た
め
河
上
の
橋
を
通
っ
た
が
、
こ
こ
に
は
樹
枝
の
門
が
数
ヵ
所
あ
り
、
こ
れ

を
出
て
立
派
に
飾
っ
た
車
が
あ
り
、
そ
の
上
に
（
塔
の
形
の
も
の
で
あ
っ
た
）
五
人
の
尐
年
が

天
使
の
姿
で
立
っ
て
い
た
。」（
資
料
21
）（
34
） 

こ
の
広
場
に
つ
い
て
、
資
料
22
か
ら
検
証
す
る
。
当
資
料
は
第
Ⅲ
期
だ
が
、
こ
の
時
に
教
会
地

と
広
場
を
交
換
し
た
よ
う
で
あ
る
。
広
場
は
有
馬
殿
の
所
有
地
で
、「
城
の
前
で
、
広
く
良
好
な
場

所
」「
満
潮
の
時
に
は
そ
の
所
ま
で
満
ち
て
来
て
美
し
い
」
こ
と
か
ら
、
こ
の
第
Ⅱ
ｂ
期
で
扱
う
広

場
と
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
。
資
料
22
に
「
こ
の
土
地
は
私
た
ち
が
残
し
た
土
地
よ
り
三
倍
ぐ
ら
い

大
き
く
」
と
あ
る
。
教
会
地
と
解
析
し
た
島
状
の
小
字
「
小
堰
」
は
面
積
約
四
千
五
百
平
方
メ
ー
ト

ル
、
先
ほ
ど
述
べ
た
広
場
と
す
る
場
所
は
、
道
路
分
を
除
き
百
十
五
メ
ー
ト
ル
四
方
と
す
る
と
、
面

積
は
一
万
三
千
二
二
五
平
方
メ
ー
ト
ル
。
広
場
は
教
会
地
の
約
三
倍
の
記
述
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、

小
字
「
橋
口
」
の
一
部
区
画
に
こ
の
広
場
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

「
有
馬
殿
は
城
の
前
に
土
地
を
持
っ
て
い
て
広
く
、
良
好
な
場
所
で
、
満
潮
の
時
に
は
そ
の

所
ま
で
満
ち
て
来
て
美
し
い
。
こ
の
所
に
有
馬
殿
が
新
妻
を
迎
え
る
た
め
家
を
建
て
た
。
こ

の
土
地
は
私
た
ち
が
残
し
た
土
地
よ
り
三
倍
ぐ
ら
い
大
き
く
、
そ
の
地
域
一
体
を
建
物
と
共

に
寛
大
さ
を
も
っ
て
私
た
ち
の
土
地
と
交
換
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
私
財
を
投
じ
て
立
派
な

教
会
を
建
て
ま
し
た
。」（
資
料
22
）（
35
） 

3） 

ミ
ゼ
リ
コ
ル
ジ
ア
（
慈
善
院
） 

有
馬
で
は
一
五
八
五
年
に
ミ
ゼ
リ
コ
ル
ジ
ア
の
組
が
発
足
し
た
。
ミ
ゼ
リ
コ
ル
ジ
ア
に
つ
い
て
、

有
馬
氏
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
台
雲
寺
（
現
在
の
願
心
寺
）
だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
説

明
や
根
拠
は
見
て
い
な
い
。
次
の
資
料
23
に
よ
れ
ば
、
コ
エ
リ
ュ
神
父
の
葬
儀
の
前
に
舟
で
有
馬

の
浜
ま
で
行
き
、
さ
ら
に
遺
骸
を
密
か
に
ミ
ゼ
リ
コ
ル
ジ
ア
ま
で
運
び
、
当
日
は
教
会
を
出
て
行
列

し
ミ
ゼ
リ
コ
ル
ジ
ア
ま
で
向
か
っ
て
い
る
。
後
日
に
行
列
の
出
発
点
と
な
る
教
会
が
あ
る
大
手
川
側

へ
上
陸
し
た
と
は
想
定
し
づ
ら
く
、
も
う
一
方
の
有
馬
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
（
さ
ら
に
支
流
の
轟
川

（
高
江
川
）
を
の
ぼ
っ
た
）
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
か
の
ぼ
る
舟
の
ル
ー
ト
と
、
教
会
か
ら
西
進
し
た

行
列
通
り
と
の
交
点
が
ミ
ゼ
リ
コ
ル
ジ
ア
の
位
置
と
考
え
ら
れ
る
。
有
馬
川
流
域
で
川
と
接
す
る
寺

院
は
願
心
寺
の
み
で
、
他
の
寺
院
は
川
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
の
で
「
遺
骸
を
密
か
に
」
運
ぶ

こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。 

 

「
我
々
は
（
口
之
津
で
）
乗
船
し
、
夜
半
尐
し
前
に
有
馬
の
浜
に
到
着
し
、
そ
こ
か
ら
遺
骸

は
密
か
に
ミ
ゼ
リ
コ
ル
ジ
ア
に
運
ば
れ
た
。・
・
・
火
曜
日
の
午
後
、
行
列
は
有
馬
の
教
会
を

出
て
、
遺
骸
が
安
置
さ
れ
て
い
る
ミ
ゼ
リ
コ
ル
ジ
ア
に
向
っ
た
。・
・
・
ミ
ゼ
リ
コ
ル
ジ
ア
の

建
物
は
、
あ
る
非
常
に
広
く
て
長
く
、
美
し
い
通
り
に
面
し
て
お
り
、
こ
の
行
事
の
た
め
に
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清
掃
さ
れ
整
備
さ
れ
て
い
た
の
で
、
尐
な
か
ら
ぬ
趣
き
と
華
や
か
さ
を
添
え
て
い
た
が
、
期

待
さ
れ
た
と
お
り
、
大
群
衆
に
よ
っ
て
整
然
と
見
物
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。(p.403)

」（
資

料
23
）（
36
） 

 

三
． 

第
三
期 

 

第
三
期
は
、
秀
吉
の
死
後
に
朝
鮮
の
役
か
ら
晴
信
が
帰
り
、
破
壊
さ
れ
た
有
馬
の
教
会
な
ど
を
再

興
す
る
（
Ⅲ
ａ
期
）
が
、
や
が
て
家
康
の
迫
害
に
よ
り
殉
教
地
と
な
り
有
馬
氏
の
島
原
退
去
ま
で

（
Ⅲ
ｂ
期
）
と
す
る
。 

 

（
一
）
キ
リ
シ
タ
ン
町
の
再
形
成
（
Ⅲ
ａ
期
） 

１） 

新
し
い
教
会
、
コ
レ
ジ
ヨ
、
セ
ミ
ナ
リ
ヨ 

晴
信
が
朝
鮮
よ
り
帰
国
す
る
と
教
会
施
設
は
破
壊
さ
れ
て
い
た
が
、
再
び
教
会
施
設
が
作
ら
れ
、

キ
リ
シ
タ
ン
町
が
再
興
さ
れ
た
こ
と
が
、
資
料
24
・
25
か
ら
う
か
が
え
る
。
二
資
料
を
ま
と
め
る

と
、
一
六
〇
一
年
に
、
晴
信
が
新
妻
の
た
め
に
広
場
に
建
て
た
邸
宅
を
イ
エ
ズ
ス
会
に
寄
進
し
て
コ

レ
ジ
ヨ
（
学
院
）
に
作
り
か
え
、
さ
ら
に
教
会
を
建
て
る
こ
と
を
決
め
た
。
一
六
〇
二
年
に
教
会
が

完
成
し
、
一
六
〇
三
年
に
長
崎
か
ら
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
が
移
転
し
た
。 

建
築
的
に
外
国
の
様
式
を
導
入
し
た
と
思
わ
れ
る
記
述
が
あ
る
。
学
院
は
西
洋
の
様
式
に
か
な
い
、

教
会
は
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
彼
晴
信
に
与
え
た
図
面
を
基
に
し
た
も
の
で
、
長
崎
の
教
会
を

模
し
て
い
た
。
三
廊
式
、
外
廊
が
あ
り
、
日
本
で
最
も
風
格
が
あ
り
贅
を
尽
く
し
て
い
た
と
あ
る
。

こ
れ
は
、
設
計
、
様
式
と
も
に
、
十
七
世
紀
初
頭
に
西
洋
式
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
表
わ
す
と
み
ら

れ
、
単
な
る
日
本
建
築
の
延
長
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。 

「
市
の
な
か
で
は
最
良
か
つ
も
っ
と
も
快
適
な
場
所
に
い
と
も
大
き
く
威
厳
の
あ
る
邸
宅
を

幾
つ
か
彼
女
の
た
め
に
新
築
し
た
。
そ
れ
ら
の
邸
宅
は
海
に
近
く
或
る
大
き
な
広
場
の
端
に

あ
り
、
彼
の
居
城
の
膝
元
で
あ
っ
た
・
・
・
邸
宅
に
あ
る
す
べ
て
の
庭
園
と
菜
園
の
ほ
か
に
、

併
設
さ
れ
て
い
る
家
臣
の
家
屋
を
も
含
め
、
邸
宅
を
イ
エ
ズ
ス
会
に
寄
進
す
る
こ
と
に
決
め

た
。・
・
・
む
し
ろ
邸
宅
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
学
院
の
た
め
に
意
図
し
て
作
ら
れ
た
か
の
よ
う
に

我
ら
の
様
式
に
非
常
に
か
な
っ
て
い
た
。・
・
・
邸
宅
が
譲
渡
さ
れ
、
す
で
に
（
イ
エ
ズ
ス
）

会
の
学
院
に
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
の
善
良
な
国
王
の
情
熱
と
良
き
志
は
こ
れ
に
留
ま

る
こ
と
な
く
、
司
祭
ら
が
そ
こ
に
教
会
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
を
知
る
と
た
だ
ち
に
教
会
を

建
て
る
こ
と
に
決
め
た
。
そ
の
教
会
は
日
本
の
な
か
で
は
も
っ
と
も
風
格
を
備
え
贅
を
尽
く

し
た
も
の
で
あ
り
、
国
王
の
願
い
に
よ
り
、
巡
察
師
が
彼
に
与
え
た
図
面
を
基
に
し
て
い
た

が
、
三
つ
の
祭
壇
を
持
ち
、
そ
の
周
囲
に
縁
側
が
あ
る
長
崎
の
教
会
を
模
し
て
い
た
。
ま
た
、

そ
の
敶
地
は
彼
の
居
城
や
邸
宅
に
面
す
る
き
わ
め
て
適
切
な
場
所
で
あ
り
、
海
側
に
は
広
大

な
空
地
が
あ
っ
た
。」（
資
料
24
）（
37
） 

「
も
と
長
崎
に
あ
っ
た
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
を
同
地
に
移
し
、・
・
・
昨
年
通
信
し
た
教
会
堂
の
新
築

が
殿
の
お
か
げ
で
立
派
に
完
成
し
た
の
で
、・
・
・
武
士
や
殿
の
宮
廷
の
人
た
ち
も
式
に
列
し
、

高
来
全
体
が
日
本
一
の
教
会
堂
で
行
わ
れ
る
最
初
の
ミ
サ
聖
祭
を
見
る
た
め
に
来

た
。・
・
・
・
・
・
聖
木
曜
日
に
は
同
所
の
中
央
の
教
会
堂
か
ら
、
終
点
に
近
い
ミ
ゼ
リ
コ
ル

ジ
ヤ
ま
で
整
列
行
進
を
し
、
殿
と
殆
ど
全
領
の
人
た
ち
が
参
加
し
た
が
、
長
い
間
有
馬
で
見

た
こ
と
が
な
い
こ
と
で
、
皆
大
い
に
喜
ん
だ
。」（
資
料
25
）（
38
） 

 

（
二
）
町
の
構
成 

前
の
資
料
24
に
あ
る
「
大
き
な
広
場
」
と
は
、「
海
に
近
い
」「
広
場
の
端
が
居
城
の
膝
元
」「
海

側
に
広
大
な
空
地
」
と
あ
る
の
で
、
第
二
期
の
広
場
と
同
じ
と
み
て
よ
い
。
コ
レ
ジ
ヨ
は
広
場
の
北

西
端
、
教
会
は
広
場
の
中
央
と
し
た
建
物
配
置
が
う
か
が
え
る
。
次
の
資
料
26
か
ら
セ
ミ
ナ
リ
ヨ

が
コ
レ
ジ
ヨ
と
建
物
続
き
と
あ
る
の
で
、
広
場
の
中
央
に
教
会
堂
、
大
手
口
端
の
方
か
ら
コ
レ
ジ
ヨ
、

セ
ミ
ナ
リ
ヨ
、
教
会
堂
が
並
び
、
教
会
敶
地
の
海
側
（
前
）
は
広
大
な
空
地
に
な
っ
て
い
た
と
あ
る
。

資
料
25
か
ら
、
中
央
の
教
会
堂
か
ら
、
町
の
大
通
り
を
行
進
し
て
ミ
ゼ
リ
コ
ル
ジ
ヤ
ま
で
行
く
こ

と
で
、
有
馬
の
町
の
为
軸
が
復
活
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
第
三
期
の
教
会
や
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
は
、
城
東

に
あ
る
領
为
の
広
場
に
集
め
ら
れ
た
の
で
、
説
④
⑤
は
成
立
し
に
く
い
だ
ろ
う
。 

こ
の
よ
う
に
、
第
三
期
に
な
る
と
城
外
の
広
場
に
教
会
関
連
施
設
を
全
て
集
め
、
城
と
教
会
広
場

を
併
置
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
町
を
形
成
し
た
。
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
で
は
、
生
徒
九
十
名
、
神
父
・
イ
ル
マ
ン

五
名
、
勤
務
青
年
三
十
名
か
ら
な
り
、
ラ
テ
ン
語
・
日
本
語
の
語
学
、
日
本
文
学
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
文

学
、
歌
・
楽
器
の
音
楽
が
教
育
さ
れ
た
。 

「
こ
の
町
に
は
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
神
父
一
名
、
イ
ル
マ
ン
四
名
、
生
徒
九
十

名
、
そ
し
て
そ
こ
に
勤
務
し
て
い
る
青
年
三
十
名
が
い
る
。
こ
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
で
は
ラ
テ
ン

語
と
日
本
語
の
勉
強
以
外
に
歌
や
い
ろ
い
ろ
な
楽
器
の
勉
強
、
そ
し
て
日
本
文
学
と
ポ
ル
ト

ガ
ル
文
字
の
書
き
方
の
勉
強
が
あ
る
。
ラ
テ
ン
語
教
師
は
三
名
、
歌
の
教
師
は
一
名
、
音
楽

を
教
え
る
数
名
が
お
り
、
二
名
が
文
学
を
教
え
て
い
る
。［
ジ
ョ
ア
ン
・
ミ
ラ
ノ
］
神
父
は
生

徒
の
係
で
あ
る
が
、
す
べ
て
に
お
い
て
コ
レ
ジ
ヨ
の
院
長
に
従
っ
て
い
る
。
コ
レ
ジ
ヨ
と
セ

ミ
ナ
リ
ヨ
の
建
物
は
つ
な
が
っ
て
い
る
。」（
資
料
26
）（
39
） 

 
（
三
）
牢
、
海
港
、
殉
教
地
（
Ⅲ
ｂ
期
） 

徳
川
期
に
な
っ
て
も
禁
教
は
続
き
、
一
六
一
二
年
に
、
晴
信
は
岡
本
大
八
事
件
で
甲
斐
に
配
流
さ

れ
、
有
馬
の
コ
レ
ジ
ヨ
と
司
祭
館
は
厳
し
い
迫
害
の
中
で
破
壊
さ
れ
た
。
資
料
27
は
、
中
で
も
象

徴
的
な
一
六
一
三
年
の
マ
ダ
レ
イ
ナ
ら
八
名
の
殉
教
の
模
様
で
あ
る
。
こ
の
殉
教
地
の
箇
所
に
つ
い

て
解
析
を
試
み
る
。 

資
料
の
「
目
抜
き
通
り
」
と
は
お
そ
ら
く
城
前
の
往
還
道
で
、
牢
は
そ
の
中
程
に
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
殉
教
者
は
、
牢
を
出
て
、
海
の
入
江
ま
で
行
列
し
、
そ
こ
か
ら
乗
船
し
殉
教
地
へ
向
か
っ
た
。



十六・七世紀、有馬にあったキリシタンの町の解析 9 

こ
の
入
江
と
は
何
処
か
。「
ひ
き
潮
の
と
き
は
水
は
膝
ま
で
も
達
し
な
か
っ
た
。」「
潮
は
満
ち
て
い

な
か
っ
た
か
ら
、
群
衆
は
や
す
や
す
と
入
江
を
渡
る
こ
と
が
で
き
た
。」
と
い
う
表
現
は
、
大
手
川

の
入
江
で
の
み
可
能
な
表
現
で
あ
る
。
殉
教
地
は
、
舟
に
つ
か
ま
る
人
々
が
歩
い
て
行
け
る
、
遠
浅

沖
合
い
の
広
場
状
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
手
川
と
有
馬
川
に
は
さ
ま
れ
た
沖
合
い
の
堆
積
地

で
あ
ろ
う
。
両
河
川
の
間
に
舌
状
に
堆
積
地
が
広
が
っ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
う
ち
、
有
馬
の
広
場

中
央
に
位
置
し
た
教
会
正
面
（
南
）
方
向
に
あ
た
る
堆
積
の
先
端
部
辺
り
が
、
殉
教
地
で
な
か
っ
た

か
と
推
測
す
る
。 

「
有
馬
殿
（
直
純
）
は
・
・
・
妻
子
も
一
緒
に
捕
え
よ
と
命
じ
た
。・
・
・
彼
ら
は
・
・
・
牢

に
入
っ
た
。
そ
れ
は
有
馬
の
目
抜
き
通
り
の
繁
華
街
に
あ
っ
た
。・
・
・
役
人
ど
も
は
都
市
か

ら
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
大
き
な
広
々
と
し
た
広
場
に
彼
ら
を
火
あ
ぶ
り
に
す
べ
き
場
所
を
し
つ
ら

え
始
め
・
・
・
牢
か
ら
市
の
外
に
あ
る
海
の
入
江
に
い
た
る
ま
で
群
衆
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。・
・
・

荘
厳
な
行
列
は
聖
な
る
戦
士
ら
を
守
っ
て
前
述
の
入
江
に
到
着
し
た
。
入
江
は
浅
く
、
ひ
き

潮
の
と
き
は
水
は
膝
ま
で
も
達
し
な
か
っ
た
。・
・
・
殉
教
者
ら
が
乗
船
す
る
と
、
舟
に
つ
か

ま
る
人
々
が
余
り
多
か
っ
た
の
で
舟
は
ま
る
で
空
中
を
運
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
陰

月
の
二
十
三
日
で
満
潮
時
は
す
ぎ
て
い
て
潮
は
満
ち
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
群
衆
は
や
す
や

す
と
入
江
を
渡
る
こ
と
が
で
き
た
。
殉
教
者
ら
は
舟
を
下
り
る
と
・
・
・
殉
教
の
場
に
定
め

ら
れ
た
場
所
に
進
ん
で
行
っ
た
。」（
資
料
27
）（
40
）

 

一
六
一
四
年
に
破
壊
さ
れ
た
教
会
を
基
礎
ま
で
破
壊
し
、
直
純
は
日
向
延
岡
に
移
封
さ
れ
た
の
で
、

キ
リ
シ
タ
ン
町
の
痕
跡
は
こ
の
時
に
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
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史
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第
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部
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（
25
）
佐
久
間
正
訳
注
・
会
田
由
訳
・
岩
生
成
一
注
『
ア
ビ
ラ
・
ヒ
ロ
ン
日
本
王
国
記
』
第
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章
、

一
九
六
五
年 

（
26
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に
「
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台
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あ
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野
神
社
は
有
馬
城
本
丸
の
後
で
、
セ
ミ

ナ
リ
ヨ
は
中
央
に
見
え
る
畠
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
」（
Ｈ
・
チ
ー
ス
リ
ク
『
キ
リ
シ
タ
ン
人
物
の
研

究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
三
年
）、
片
岡
弥
吉
「
イ
エ
ズ
ス
会
教
育
機
関
の
移
動
と
遺
跡
」『
キ
リ

シ
タ
ン
研
究
』
第
十
一
輯
、
四
頁
、
一
九
六
六
年 

（
27
）
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
10
、
第
二
部
20
章
、
一
九
七
九
年 

（
28
）
一
五
八
〇
年
十
月
二
十
日
付
、
豊
後
、
ロ
レ
ン
ソ
・
メ
シ
ア
師
、
一
五
八
〇
年
度
日
本
年

報
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（
29
）
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
10
、
第
二
部
20
章
、
一
九
七
九
年 

 

（
30
）
一
五
八
四
年
一
月
二
日
付
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
師
、
一
五
八
三
年
度
日
本
年
報 

（
31
）
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
10
、
第
二
部
35
章
、
一
九
七
九
年 

（
32
）
一
五
八
五
年
十
月
一
日
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス 

（
33
）
北
有
馬
町
教
育
委
員
会
『
史
跡
日
野
江
城
跡 

環
境
整
備
計
画
』
七
頁
・
十
八
頁
、
一
九

九
三
年 

（
34
）
一
五
八
五
年
日
本
年
報
、
村
上
直
次
郎
訳
『
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
』
下
、
雄
松
堂
書
店
、

新
異
国
叢
書
３
、
一
九
六
九
年 

（
35
）Alessandro Valignano,1603,

 “ Catalogo dos Collegios,Csas e 

Residencias” ,cf.Josef Franz Schutte S.J., “ Monumenta Historica  

Japoniae,I 
” ,Romae 1975,p.467   

（
36
）
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
11
、
第
三
部
4
章
、
一
九
七
九
年 

（
37
）
一
五
九
九
年
・
一
六
〇
一
年
、
日
本
諸
国
記
（
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ゲ
レ
イ
ロ
編
『
イ
エ
ズ
ス

会
年
報
集
』
第
一
部
第
二
巻 

（
38
）
準
管
区
長
パ
ー
ド
レ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
パ
チ
ェ
コ
が
イ
エ
ズ
ス
会
総
会
長
パ
ー
デ
レ
・

ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
ア
ク
ヮ
ビ
ー
バ
に
呈
し
た
一
六
〇
三
年
三
月
一
日
（
慶
長
八
年
二
月
十
九
日
）
付

の
書
簡 

（
39
）Joao Rodrigues Giram,

長
崎,

一
六
一
〇
年
三
月
十
日,Jap.56,190ss. 

（
40
）
佐
久
間
正
訳
注
・
会
田
由
訳
・
岩
生
成
一
注
『
ア
ビ
ラ
・
ヒ
ロ
ン
日
本
王
国
記
』
第
15
章
、

一
九
六
五
年 




